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統括責任者 代表取締役社長 山中　健

環境管理責任者 専務取締役 竹田　功司

担当者 営業部部長　 池谷　聡

営業部次長 沢柳　和久

営業部次長 岩田　佳高

営業部次長 酒井　重徳

総務経理部主任 鳥井　香織

平成24年

沿革

増資　資本金3,000万円

環境活動評価プログラム タイプⅠ参加登録

事業年度

平成3年

昭和44年

昭和55年

平成15年5月30日

令和5年5月10日

平成17年4月26日

増資　資本金1,500万円

増資　資本金2,000万円

エコアクション２１　認証・登録

エコアクション２１　更新・登録

増資　資本金5,000万円

昭和26年3月28日

昭和35年12月1日

昭和39年

昭和43年

山中商店創業、日本精工（株）代理店となる

（株）山中商店に改組　資本金500万円

増資　資本金1,000万円

社名変更、山中産業（株）となる

〒432-8052　静岡県浜松市南区東若林町1656番地

053-448-1511

静岡銀行　可美支店

5,000万円

所在地

電話

ＦＡＸ

ＪＲ浜松駅バスターミナル４番乗り場「１０」または
「１２」行で「東若林バス停」下車　約３分

ＪＲ浜松駅南口タクシー乗り場より約１０分

・東名浜松西インターから（所要時間約３０分）
環状線南下→坪井交差点左折→１号線→米津
交差点左折→北上約１km

・東名浜松インターから（所要時間約３０分）
豊橋方面→１号線→米津交差点右折→北上約１
km

延床面積

info@yamanaka-sangyo.co.jp

URL http://www.yamanaka-sangyo.co.jp/

法人設立日

バスでお越しの場合

事業内容

創業年月日

従業員数

資本金

取引銀行

決算期

タクシーでお越しの場合

環境保全関係の責任者及び担
当者連絡先

E-mail

全組織・全事業対象EA21認証・登録範囲

お車でお越しの場合

Ⅰ　組織の概要（その1）

10月1日～9月30日

1368.12㎡

精密機械部品の販売

リターナブルコンテナのパーテーション製造業務

物流容器等の販売

23人

9月

みずほ銀行　浜松支店

053-449-2365

山中産業株式会社

代表取締役　山中　健

昭和26年3月28日

会社名

代表者

昭和35年12月1日

１



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本精工株式会社
■ベアリング ■ボールねじ ■リニアガイド ■スピンドル ■メガトルクモーター ■ＸＹテーブル

　　　　　　　日本トムソン株式会社

日本ピローブロック株式会社

　　　　　　　オイレス工業株式会社

　　　　　　　ＴＨＫ株式会社

Ⅰ　組織の概要（その２）

事業内容

精密機械部品の販売

物流容器等の販売

リターナブルコンテナのパーテーション製造業務

超高層ビルや工場にまで対応しています。大地震に際しての、本社指令機能の十分な確保や工場での素早い生産再開
は、市場やお客様を守るだけでなく社会的責任の遂行にも寄与し、企業としての存在価値を高めます。

「産業のコメ」と呼ばれ、あらゆる回転を支えるベアリング、また、ベアリングの技術を応用したボールねじ、リニアガイド等の精機製品を中心
に、広く機械要素、伝動機器を取り扱っております。時代とともに技術革新が進み、これら機械要素部品の使用分野も多岐にわたっておりま
す。あらゆる産業のニーズを実現するべく、「高品質部品に誠意を込めて」をモットーに、貢献してまいります。

■ニードルベアリング

ニードルベアリングは、ボールベアリングなどと比較して、断面高さが低く、負荷容量の大きいのが特徴です。機械全体
をコンパクト化し、省スペース化に貢献する機械要素部品として幅広い分野で活躍しています。

ビル・工場の免震化で従業員の生命を守り、

より高度な事業継続計画を。

転がり軸受けユニットは、数本のボルトによって、直接、機械・装置の本体に取付けることのでき
る、自動調心性がある、グリースを補給することができる、取付け、取扱いがとても簡単な製品で
す。

■ピローブロック

オイレスベアリングは、あらゆるフィールドで、機器の小型・高性能化、長寿命化、省力化、省エネルギー化、低公害化と
いった性能向上に大きな威力を発揮しています。

■オイレススライドシフター

■オイレスベアリング

地震災害時における事業継続では、本社や工場などの重要拠点の機能確保が課題となります。その中でも事業を支え
る最重要のインフラとされる情報システムについては、免震テーブルでサーバを守ることにより確保することが可能で
す。それが事業継続の第一手となります。

■免震テーブル

■免震システム

小原歯車工業株式会社・標準歯車・油・空圧機器・モーター・コンプレッサー・カップリング・ポンプ・電動アクチュエーター・減速機・変速機・電
気制御機器

理研精機株式会社・コレットチャック

森本精密シャフト株式会社・リニアシャフト ・台形ねじ ・転造ボールねじ

ＮＯＫ株式会社・オイルシール ・Ｏリング ・パッキン

大久保歯車工業株式会社・ＡＴＣ ・カービックカップリング

大同工業株式会社・チェーン ・スプロケット

東洋シャフト株式会社・リニアシャフト ・台形ねじ

株式会社阪上製作所・パッキン
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三菱ケミカルインフラテック株式会社

岐阜プラスチック工業株式会社

ＤＩＣプラスチック工業株式会社

三甲株式会社

　　　　　　　　　　　　　株式会社テイモー

　　　　　　　 アイコクアルファ株式会社

金剛株式会社

Ⅰ　組織の概要（その３）

自動車産業への量産部品の納入荷姿の開発から４０年。以来、培ったノウハウの蓄積
により、ワーク形状等に起因する様々な問題を解決してまいりました。量産部品のＱ
（品質）・Ｃ（コスト）・Ｄ（デリバリー）・Ｅ（環境）の更なる改善を図るためには、納入荷姿
の研究が欠かせません。あらゆる産業の物流効率化に貢献する山中産業の「提案力」
をご活用ください。

・プラスチック容器
・樹脂コンテナ

強度・耐久性が万全でしかも軽量。積み重ねができスペースを有効活用できます。不要時には折りたたみができます。積み替
える必要がなく、そのままフォークリフトの作業が行えます。オプションの車輪をつければ運搬車として使用できます。またボック
スパレットシリーズは多彩なニーズにお答えできるよう豊富なオプションをご用意しています。（ネームプレート付、ソリ付、上ブ
タ付、内張り、専用台車、車輪付、フォークガイド付、カラー塗装）

・アルミ合金のため、１ｍあたりの重量が鉄材に比べ　非常に軽く建屋梁等に与える負荷が軽減されます。

バラマン工業株式会社

■ラクラクハンド

ラクラクハンドは、人の手に追従するフレキシブルなハンドクレーンです。信頼性、安全性を誇る機種と30,000件以
上の豊富なアタッチメント事例にもとづき、作業内容や作業量、システムに合わせて最も効率的なラクラクハンドを
製作。 それぞれの仕事に合わせた専用機として移載作業のさまざまな分野で活用され、作業環境の改善と生産
ラインシステムの省力化・合理化に大きく貢献しています。

■ボックスパレット（完全クロムフリー）

・天井の梁に溶接で固定しない為移設もカンタンに行えます。

※吊下げ荷重５００ｋｇ以上は労働基準局へ設置報告書を　提出する必要があります。

・アルミ合金の押し出し一体成形品で焼入れ加工（Ｔ６処理） をしてあるため、強度は鉄材のレールとかわらず、
錆に　強く清潔です。

・ワークを吊り上げた後の移動が非常に軽く、例えばホイスト等を加え４６０ｋｇの重量を、たった４．２ｋｇぐらいの力
で移動することができます。

・作業姿勢が悪く、腰・手・肩を痛めるといった作業環境を改善。ラクラクハンドを導入すると、どんな重労働も軽作
業に変わります。人材の定着率も向上します。

・１人で作業でき、交替のための作業者もいらないため、 人件費の削減ができます。余剰労力は他の部署での
活用ができます。

・簡単な操作で、重い物や持ちにくい物も軽く動かせます。 疲れないため、女性や高齢者でもＯＫ。能率が格段に
向上し、作業の均一化も図れます。

■アルミバランススライドシステム

アルミ合金製！軽～く手押し！耐荷重２．８ｔ！

・パイプラック・運搬台車・鉄製特殊パレット・キャスター・コンベア・リフター・ホイスト・クレーン・ハンドパレット・樹脂
板加工・ゴム加工

免震移動棚は、耐震構造に加え、移動棚自体が本来持つ、地震の揺れに逆らわず、地震エネルギーを小さくする
といった特性を最大限に利用した免震構造特性を合わせた移動棚です。

■免震移動棚

・全国の官公庁や民間等のオフィスに採用されています。

・全国の図書館や文化施設に採用されています。
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Ⅱ　環 境 経 営 方 針
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2024年9月30日
・

・

・

・

・

・

・

※

＜備考＞
１． 環境関連商品の拡販は全組織構成員すべてが推進する。
２． 各担当の取り組みを実施する。取り組みに対するチェックをし、環境推進会議にて報告する。

環境推進会議

環境管理責任者

専務取締役　竹田功司　

・ 代表者への提案・報告

・
環境関連商品の提案・拡販の検

討

Ⅲ　実施体制

量産管理グループ

実施状況の確認と改善の検討

環境目標の策定

見直し案の作成

月1回開催
下記全組織構成員

営業　１グループ 営業　２グループ

環境方針の作成

最終的な承認と改善の指示

代表者の評価と見直し

環境管理責任者の任命

統括責任者

取締役社長　山中健

営業　3グループ

環境委員（レポート作成・自動車統
括）

廃プラ管理

照明管理

営業事務グループ

自動車管理

節水担当

加工納品グループ

コピー紙管理統括

節水担当

照明管理

自動車管理

照明管理

節水担当

廃プラ管理 コピー紙管理

照明管理

節水担当

コピー紙管理

エアコン管理

環境委員 （レポート作成・グリーン購
入）

環境委員 （レポート作成グリーン購入・照明管理・節水
担当

総務経理部

廃プラ管理

照明管理

ダンボール廃棄　　管理・エアコン管理

５



◆短期・中期環境経営目標

基準
短期

環境経営目標

2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度

2022年10月1日
～

2023年9月30日

2023年10月1日
～

2024年9月30日

2024年10月1日
～

2025年9月30日

2025年10月1日
～

2026年9月30日

2026年10月1日
～

2027年9月30日

実績値

二酸化炭素排出量 kg-CO2/年 43,775 0.50% 1.0% 1.5% 2.0%

電力使用量 kwh /年 32,558 0.50% 1.0% 1.5% 2.0%

ガソリン使用量 ℓ /年 11,290 0.50% 1.0% 1.5% 2.0%

軽油使用量 ℓ /年 1,111 0.50% 1.0% 1.5% 2.0%

水使用量 m3 /年 150 0.50% 1.0% 1.5% 2.0%

紙使用量 kg/年 329 0.50% 1.0% 1.5% 2.0%

廃プラスチック処分量 kg/年 1,770 0.50% 1.0% 1.5% 2.0%

項　　　目 単位 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度

グリーン製品及び環
境配慮型商品購入比
率向上

％ 71.3% 65.0 65.0 65.0 65.0

環境貢献型商品販売
金額

円 /年 ¥68,809,000 ¥30,000,000 ¥31,000,000 ¥32,000,000 ¥33,000,000

環境啓発活動・教育
活動

回/月 1 1 1 1 1

＜備考＞

２．「グリーン製品及び環境配慮型商品購入比率向上」、「環境貢献型商品販売金額」及び「環境啓発活動・教育活動」については、ス
ライド方式ではなく、上記表の内容を目標とする。具体的には、グリーン製品及び環境配慮型商品の購入比率向上は65%i以上、環境
貢献型商品の販売金額は1千万円を増額を目指す。環境啓発活動・教育活動を月１回行うことを目標とする。

　我が社は、事業活動により発生する環境負荷量の変動が大きいことから、環境経営目標の
設定方法として前年度実績を基準値とする「スライド方式」を採用している。

Ⅳ　環境経営目標

単位

目標（基準に対する削減率）

１．廃棄物については、廃プラスチック処分量を削減を目標とする。また、廃棄物については、単に削減にとどまらず、分別収集にも取
り組みたい。

中期
環境経営目標

項　　　目

６
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・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ 竹田

・ 竹田

＜備考＞

１．※印・・・チームリーダー

◆環境活動計画（取組期間：2023年10月1日～2024年9月30日）

環境活動項目
責任者

（担当者）

昼休みの消灯、無人スペースの消灯、ＯＡ機器の省エネ機能活用を推進する。

二酸化炭素排出量
(省エネに関する取
組）

空調設備の効率運転に努める。運転基準、夏期２８℃以上、冬期２０℃以下を心掛ける。

営業ルートの効率的選定等、社用車の効率的運転を推進する。

無駄なアイドリング、急発進、急停車をやめ、無駄な燃料を使わないようにする。

低公害、省エネ型車輌の購入推進と、車輌整備に万全を期し、低公害化と燃費向上に努める。

電力消費量の削減に努める。

電灯のLED化

【責任者】
池谷

（担当者）
※沢柳
酒井
南谷
外山

亀久保
伊藤果穂

髙林

両面コピーと縮小コピーに努める。

分別を徹底する。（ＯＡ用紙、雑誌、新聞紙、カタログ、ポスター、封筒）

【責任者】
竹田

【責任者】
竹田

（担当者）
※黒田
杉本SA

鳥井
岩田
新間

水使用量(節水への取
組）

廃プラスチックの加工残材の仕入先への返却を徹底する。

.

会社の生活利用水のため、使用量は少ないが、節水意識の高揚と、漏水設備の改善を図る。

手洗い時、洗い物時における日常的な節水の励行

環境教育活動

FSC認証、詰替可能商品、業者独自認定　環境対応品の採用実施

確認票を用いて月一回実地・月次営業会議で内容の確認

グリーン購入への
取組

環境に配慮した商品
の販売

・

Ⅴ　環境経営計画

社会貢献活動として、会社付近の歩道等のゴミ拾い、草取りをする。

鳥井

当社の主力取扱商品である機械部品･物流機器の販売において、省エネ・環境対応商品の提
案、販売に傾注する。

（担当者）
※竹内
※鈴木
小野
金田
内田
川端
熊内

グリーン製品以外の環境配慮型商品も購入時に確認し、採用を検討する。

竹田

ＦＡＸからＥメールへ等、ＩＴ技術の進歩と共に、常にペーパーレス化を模索検討する。

地域・社会貢献活動
の推進

 紙類、ポリプロピレン、ポリエチレンはリサイクル可能な為、選別し、適切な業者を選定し処理をする

廃棄物排出量（リサ
イクルに関する取
組）

グリーン製品、エコマーク製品の購入を促進する。

設備にセンサー感知式蛇口の導入をして、節水に努める。

不要になったコピー済み紙や仕損じコピー紙の再利用ボックスを設置し、裏面コピーやメモ用紙化等、再利用化を促
進する。ＦＡＸ、コピー機のＡ４、Ａ５セット紙は、すべて裏紙を使用。

ユーザーより納入翌日の引取りを義務付けられているダンボールの仕入先への返却を徹底する。
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◆2023年10月1日～2024年9月30日の環境実績結果の評価

2023年度実績値

2022年10月1日
～

202３年9月30日

基準値 目標値 実績値

二酸化炭素排出量 kg-ＣＯ2/年 43,775 0.50 % 43,556 45,126 △

電力 kwh/年 32,558 0.50 % 32,395 30,690 〇

ガソリン使用量 ℓ/年 11,290 0.50 % 11,234 12,178 △

軽油使用量 ℓ/年 1,111 0.50 % 1,105 1,163 △

水使用量 m3/年 150 0.50 % 149 155 〇

紙使用量 kg/年 329 0.50 % 327 322 〇

廃プラスチック処分量 kg/年 1,770 0.50 % 1,761 1,240 〇

実績値 評価

グリーン製品購入比率向
上

% 71.3% 62.7% 〇

環境貢献型商品販売金額 円/年 ¥68,809,000 ¥77,987,000 〇

環境啓発活動・教育活動 回/月 1 1 〇

＜備考＞

Ⅵ　環境実績結果

単　　位項　　目

削減率

2023年10月1日
～

2024年9月30日
評価

2024年度環境実績結果

¥30,000,000

毎月1回

基準値

２．中部電力排出係数は、R1年度実績で R3.1.7環境省・経済産業省公表の中部電力の調整後の値【（参考値)事業者全体】である
0.452kg-CO2/kWhを使用

１．達成の有無→○：達成　△：ほぼ達成　×：未達成

2023年度環境実績結果

目標値
単位項　　　目

65.0%
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● 二酸化炭素排出量 ● 電力使用量

● ガソリン使用量 ● 廃プラスチック処分量

● 水使用量 ● 紙使用量

● 環境商品販売実績 ● グリーン製品購入比率

Ⅶ　環境実績の経年変化
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毎期、目標値を上回ることが不可である、新たな商品・取組の情報収集が必要

＜備考＞

１．【評価】　○印：実行できた　△印：推進中　×印：達成できず

二酸化炭素排
出量(省エネに
関する取組）

廃棄物排出量
（リサイクルに
関する取組）

Ⅷ　環境経営計画の評価及び次年度の取組内容

◆環境経営計画の評価及び次年度の取組内容

評価コメント 次年度の取組内容環境活動項目

電力使用量は過去7年間の平均に対し大きな増減はなかった
ガソリンの消費量が増えたが、2年前実績と同様の為、ほぼ達成とした

事務所棟の蛍光灯　LED化　空調入替による効率化

〇

〇

プラスチック製品の再資源化企業殿依頼材質深堀プラスチック再生企業殿と新たに取引を開始しその結果、排出量削減となった

水使用量(節水へ
の取組）

例年通り 継続取り組みの実施
〇

地域・社会貢
献活動の推進

グリーン購入
への取組

１．社会貢献活動として、会社付近の歩道等のゴミ拾い、草取りをしました。

２．使用済み切手の収集

〇

継続取り組みの実施

△

継続取り組みの実施

環境貢献型商品
の販売活動の推
進

スピンドルオーバーホール事業の拡大
牧田技研殿と共に工作機械向け主軸　修理業務が順調に推移し、資源廃棄の削減と
なる
　

新たな商材の創出を行う

〇
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１．環境関連法規等の遵守状況

　　　　当社に適用される環境関連法規等の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

条文 確認日 確認者 遵守状況

第6条の2第6項 □

第12条第2項 □ 廃棄物置き場 □
保管基準の遵守（表示、衛生管理等）表示：
60cm角以上、種類、氏名・連絡先

第12条第5項 □

第12条第6項 □

第12条第7項 □

第12条の3第1項 □

第12条の3第2項 □

第12条の3第6項 □
交付者の運搬又は処分が終了したことを
当該管理票の写しにより確認及保存

□ 90日以内又は180日以内

第12条の3第7項 □

第6条 □ 騒音特定施設設置の届出 □ ボール盤

第12条 □ 騒音規制基準の遵守義務 □
特定工場、特定施設を設置している事業所
は規制基準を遵守

第6条 □ 振動特定施設設置の届出 □ ボール盤

第12条 □ 振動規制基準の遵守義務 □
特定工場、特定施設を設置している事業所
は規制基準を遵守

第28条 □ 2024/12/6 池谷　聡 遵守

第14条の2 □ 2024/12/6 池谷　聡 遵守

第10条 □

第11条の２ □

第12条 □

第4条 □ パソコンのリサイクル化 □
指定ＯＡ機器の適正処分（パソコン等の機
器）

2024/12/6 池谷　聡 遵守

第6条 □
自動車再資源化料金の再資源化等
預貯金としての資金管理法人への預
託

□
廃棄時、有料(リサイクル券)にて適切な引渡
し
 （TV・洗濯機・冷蔵庫・エアコンの破棄）

2024/12/6 池谷　聡 遵守

第5条 □ 事業者の責務 □ 事務用品のグリーン購入の推進 2024/12/6 池谷　聡 遵守

第5条 □ 自動車の所有者の責務 □ 自動車の廃棄・使用済自動車の引渡義務

第73条 □
使用済自動車のリサイクル(使用済自
動車の引き取り業者へのに引き渡し)

□ 廃棄時有料にて適切な引渡し

第5条 □
事業者の責務（温室効果ガス排出の
抑制に努める）

□
温室効果ガス抑制措置
自治体施策へ協力

2024/12/6 池谷　聡 遵守

第16条 □ 管理者の判断基準の遵守 □
エアコンディショナー7.5kW以上50kW未満の
機器　3年に一回以上の点検

2024/12/6 池谷　聡 遵守

県
条
例

第6条 □ 2024/12/6 池谷　聡 遵守

第6条 □ 2024/12/6 池谷　聡 遵守

第4条 □

第10条 □

第11条 □

第18条 □

第9条 □

第11条の2 □

第5条　 □ 2024/12/6 池谷　聡 遵守

第4条 □ 事業者の責務 □

感覚公害の発生状況の把握、近隣の住民と
の良好な関係の構築、感覚公害の防止の
ために必要な措置の構築、市が実施する快
適な生活環境の創造に関する施策に協力

第8条第2項 □ 騒音の防止 □ 静穏な生活環境の保持

第11条 □

第12条 □

第13条 □

第4条 □ 2024/12/6 池谷　聡 遵守

＜備考＞

１．上記の環境法令等は当社業務に適用される法令等の一部を抜粋して記載したものである。

２．訴訟、苦情等の有無
　関係機関等からの指摘、近隣住民等から苦情、及び訴訟等も有りませんでした。

浜松市快適で良好な生活環境を確保する条
例

化学物質の審査及び製造等の規制に関する
法律(化審法）

事業者の責務
環境への負荷への低減公害防止、自然環境保全に必要な措置を取る

廃棄物処理法（廃棄物の処理及び清掃に関
する法律）

浜松市産業廃棄物の適正な処理に関する条
例

浜松市下水道条例

フロン排出抑制法（フロン類の使用の合理化
及び管理の適正化に関する法律）

池谷　聡

遵守

一般廃棄物収集運搬業者への委託処理

産業廃棄物収集運搬及び処分許可業者への委託

事業者の産業廃棄物の運搬又は処分を委託する場合の処理基準の遵守

事業者の産業廃棄物の処理の状況に関する現地確認（産業廃棄物の処理を委託する
場合）

遵守

2024/12/6 池谷　聡 遵守

2024/12/6

2024/12/6

事業者の責務
使い捨ての製品の使用を抑制すること等による事業系廃棄物の減量化、廃棄物等の
分別をすること等による資源物の資源化、廃棄物の適正処理及び市が実施する廃棄
物の減量及び資源化並びに廃棄物の適正処理の推進に関する施策への協力等

事故時の措置と報告

照明器具等の設置等における配慮

営業時間外における減灯又は消灯の奨励

遵守
除害施設の設置：下水の排除基準の順守

管理票交付者のマニフェストの保管（A・B2・D・E票、5年間）

管理票交付者の産業廃棄物管理票交付状況等の報告

下水道への放流(排水設備の設置等)

2024/12/6

2024/12/6

第二種特定化学物質等取扱事業者に対する第二種特定化学物質等を譲渡・提供する
際のその内容の表示義務

2024/12/6 池谷　聡 遵守

遵守

事業者の産業廃棄物の運搬又は処分を他人に委託する場合のマニフェストの交付

下水道排水設備使用開始の届出
2024/12/6 池谷　聡

浜
松
市
条
例

使用の開始等の届出

除害施設の設置等

国等による環境物品等の調達の推進等に関
する法律(グリーン購入法）

浜松市環境基本条例

地球温暖化対策推進法（地球温暖化対策の
推進に関する法律）

事業者の責務
迷惑行為の無い快適で良好な生活環境を確保するため必要な処置を講ずるとともに、
市が実施する迷惑行為の無い快適で良好な生活環境の確保に関する施策への協力

浜松市廃棄物の減量及び資源化並びに適正
処理等に関する条例

自動車リサイクル法（使用済自動車の再資源
化等に関する法律）

浜松市音・かおり・光環境創造条例

投光器等の使用の制限

事業者の責務
公害の防止、環境への負荷の低減その他の環境の保全及び創造のために必要な措
置をとる。

下水道法

資源の有効な利用の促進に関する法律（リサ
イクル法）

特定家庭用機器再商品化法（家電リサイクル
法）

静岡県環境基本条例

遵守
産業廃棄物の実地の確認等

産業廃棄物の不適正な処理に係る措置等

産業廃棄物処理状況の報告（毎年6月末迄）

2024/12/6

事業者の責務

池谷　聡

Ⅸ　環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価結果並びに違反、訴訟等の有無

池谷　聡

法令

振動規制法

池谷　聡騒音規制法

池谷　聡

遵守

法令名等 適用される要求事項 適用され施設・項目

水質汚濁防止法
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指示事項

当社の環境経営方針のトップは、環境貢献型の販売を通じた地球環境保全です。主取扱い商品のベアリングは、摩
擦抵抗の少ない、究極の環境貢献型商品です。今後は、更に、ベアリング交換を伴う、スピンドルオーバーホールの
事業拡大を図ります。ワイヤレス振動診断器によるベアリング異常発見から、ベアリング交換、精度チェックまでトー
タルで環境保全に貢献します。2024年度、地球温暖化由来による気候変動により、長期間、真夏日が続きました。熱
中症などで救急搬送される人が続出し、夏恒例の風物詩（甲子園の高校野球等のイベント）の開催方法も暑さを避
けるため大きく変化しました。得意先に車で訪問し、営業するという我々の仕事のスタイルも健康維持のため工夫を
お願いする次第です。地球温暖化の進行の速さにただただ驚くばかりですが、我々も環境活動を継続するにあたり、
尚一層、高い認識を持ち、小さな活動の積上げを惜しまないでください。

見直し

Ⅹ　代表者による全体評価と見直し結果

代表取締役　山中　健

代表者による全体の評価と見直し

実施日

場所

出席者

使用した資料

2024年12月24日（火）10:00～12:00

会議室

社長、竹田専務、池谷部長、沢柳次長

エコアクショ21文書、記録、環境経営レポート、環境負荷の自己チェックリスト

環境経営方針の変更ありません

評価

 
2024年度の売上高は、2023年度と比較し、8%下落しました。
環境貢献型商品の販売も、引続き、スピンドルオーバーホール等の貢献により、前期比13%増加しました。
環境数値実績においては、廃プラスチック処分量で大幅に改善しましたが、他の指標では、微増微減の範囲で推移
しました。永らく、省エネ対策に対する社内啓蒙により、指標のわずかな増減に一喜一憂して活動して参りましたが、
2025年度には、社屋建設18周年を迎えるのを機に、1、2階フロア照明をLED化し、また、2Fのエアコンを高効率タイプ
に更新して、数値改善を図る予定です。設備導入後も、日々の地道な環境活動を継続してください。

2024年12月24日
山中産業株式会社
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　・ソーラーパネルの設置による、使用電力の実績。（下記グラフ参照）

Ⅺ　その他
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使用量 3105 2059 2068 2595 2951 2573 2300 1610 1803 2733 3938 2991

売電量 54 62 53 62 35 79 54 83 60 36 64 104

使用電力実績

使用量 売電量
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